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抗甲状腺剤で治療 困難なバセ ドウ病に血漿交換療法が奏功 した 2 症例
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【症例 1】38歳男性。バ セ ドウ病 （GD ）治療中断中に 甲状腺中毒症状 と発熟、動 「季を主訴 にバ セ ドウ病 ク リ
ー

ゼ と診 断 され 他 院入 院 と な っ

た。メ チ マ ゾ
ー

ル （MMI ）、副 腎 皮 質 ホ ル モ ン （GC）、ヨ ウ化 カ リウ ム （KD 開 始する も病態改善せ ず左 心 不全 を伴 い 、加療 目的に 当院転 院

とな っ た 。 抗 甲状腺剤、KI、炭酸 リチ ウム （Li）、　 GC 投与、循 環管理 を行 い 、徐 々 に甲状腺機能改善 と循環動態の 安定を得 た。手術で の

根治が 望 まれ 、入 院 5 日 目 TSH ＜ 0．01pU／ml 、　FT3 　8、7pg／ml 、　FT46 ．lng／d1で二 重膜 濾 過 血漿 交換 療 法 （DFPP ）を施 行 し治療 効果 を得た。
手術直前 を含め 計 3回 DFPP を行い 、術 当 日 TSH く0．01pU／ml 、　FT32 ．9pg／m1 、　FT4 工．2ngfdlと改善 を認め た。【症例 2】31歳女性。頸

部 腫 大 を主 訴 に GD 診 断 さ れ MM 工で 治療 開始する も 1 ヶ 月後に 無顆粒球症 を発症 し、他 院入 院 と な っ た 。　MMI 中止 し無 顆粒 球 症 は 改 善

した が、代替 冶療の KI が 無効 とな り、プ ロ ピ ル チ オ ウ ラシ ル を慎重 に併用 した。しか し再 度顆粒球減少傾向 を認め 当院転 院 とな っ た 。

KI、　GC、　Liを追 加 投 与 し、入 院 3 日 目 TSH ＜0．01μUfml、　FT310 ．4pgfml 、　FT44 ．2ng〆dlで DFPP を施行 した．計 2 回 DFPP を行い 、
術当 日TSH ＜0、01pU／ml ．　FT3 　7．1pg／m1 、FT43 ．4ng／dlと改善を認めた。両症例 とも無事手術 を終 了 し、術後合併症な く退院 とな っ た。【考

察】DFPP は 抗 甲状腺剤 で 治療困難 な GD の 手術 前治 療 と して非 常 に有用 で あ る と考 え、留 意 点 な ど を含 め報 告 す る 、
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The 　e廿ectiveness 　of　double−filtration　plasmapheresis　for　anti −thyroid　drug　resistant 　Graves ’ disease：

2case 　report
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選択的血漿分離器は lgGサブクラ スの除去が可能か ？
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【は じめ に 】自己免疫疾患 に お い て 、その 病態 の 進展 に、自己抗体を含 む病 因物質の 関 与が 大 きい と旨 われ て い る。こ れ らの 自己抗 体の

多 くは IgG分画 に属 し、さ ら に個 々 の 自己 抗体 は IgGト lgG4の 特 異 的 な IgGサ ブ ク ラ ス （IgGs〕に 分類 されて い る。しか し、イ ム ソ ーバ

TR にお ける IgGsの 吸 着能 の 報告は あるが、．・
般的な血 漿分離器 （OP−05W ）や 選択 的血漿分離器 EvacureEC−4AlO（EC −4A）を用 い た血

漿交換 （PE ）に お け る 除去効率の 報 痔は 存在 しない 。【目的 】OP−05W を用 い た PE （OP −PE）と EC −4A を用 い た PE （EC −PE ）に お ける 、
IgGsの 除去率 につ い て検討 す る。【方 法 】本 学 血 液 浄化療法部 にお い て 、自己免疫疾患治療 に PE を用い た患者 5名 （男性 3 名、女性 4名、
平均年齢 52．4 ± 15．8 歳）を対象に 、初 回 OP −PE 群 （4 回 ）と EC −PE 群 〔4 回）の 治療前後に採血 を施行 し、　 IgG及 び lgGsの 除去 率 を算 出 し

検 討 した。【結果】OP −PE、　 EC−PE で は、．lrrL漿処理 量 は、各々 循 環 血 漿量 （PV ）の 0．88 倍、1．18倍 で あ り、IgG の 除去 率は 平 均 63．4％、
54．8％ で あ っ た。IgG1、　IgG2、　IgG3、　 IgG4 の 除 去 率 は、　 OP −PE は 平均 68．1％ 、67．7％ 、654 ％ 、72．3％ で り、EC −PE は 61．1％、58．9％、
57．1％、72．0％ で あ っ た。【考察】OP−05W の IgG の 育箭係数 （S．C、）が 1．0 の 為、　 OP−PE で は IgGは す べ て 濾過 され、　 IgG と IgGs に 差 が 無か

っ た と考 えられ た。一
方 EC −PE で も IgG と IgGsに 差 は無 い が、　OP−05W に くらべ 低 い 傾 向で あ っ た。　EC −4A の IgG の S．C．が O．5 で あ

る 為 と考 え られ た 。 【結語】EC −4A に よ る lgGs は 除去可 能で あ り、自己免疫疾患治療 に有 用 で あ る。
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Can 　high 　cut −o 廿 selective 　membrane 　plasma　separator 　remove 　all　subclasses 　of　IgG　 e廿ectively ？
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